
夢あんどんと夕涼み

悪戸新田獅子舞
　悪疫の退散を祈願して舞ったのが始まりとされる悪戸新田
獅子舞。市の指定無形民俗文化財です。
　7月31日に、約30人の一行が市内各所を巡りました。獅
子頭を被った3人の子どもたちは、太鼓を打ち鳴らしながら
笛の音に合わせて舞いました。
　悪戸新田出身者によって保存会が結成されて今年で90年。
これからも大切に守り伝えられていきます。

　旧古河藩家老、鷹
た か
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泉
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の資料などを収蔵する古河歴史博物館
のPRを目的としてスタートし、今では夏の風物詩として定着した
夢あんどんと夕涼み。今年は、8月14日・15日に古河歴史博物館、
鷹見泉石記念館、古河文学館を会場に開催されました。
　市民が作成した約800基のあんどんに火が灯

と も

され、水面に映る
幻想的な明かりに多くの人が見入っていました。
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